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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お
正
月
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
。

　

中
国
の「
貞
観
政
要
」と
い
う
書
物
に
、有
名
な
語

句
と
し
て「
創
業
と
守
成
い
ず
れ
が
難
き
や
」（
新
た

に
事
業
を
興
す
こ
と（
創
業
）と
、出
来
上
が
っ
た
事

業
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と（
守
成
）の
ど
ち

ら
が
難
し
い
か
）が
あ
り
ま
す
。
神
漢
連
は
本
年
十

月
に
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
今
や
明
ら
か
に「
守

成
」の
世
代
で
す
。
本
年
は
、「
ど
の
よ
う
に
、
神
漢

連
の
理
念
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
か
」に
つ
い
て
、

全
会
員
が
考
え
て
、

決
意
を
新
た
に
す

る
年
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

創
立
二
十
周
年

記
念
行
事
の
計
画

詳
細
に
つ
い
て
は
、

東
島
事
務
局
次
長

の
も
と「
企
画
委
員
会
」で
検
討
中
で
す
が
、下
記
の

三
項
目
の
実
施
は
既
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

一
． 

神
奈
川
清
韻
第
四
集
の
発
刊
…
二
〇
二
一
年

度
の
第
三
集
発
行
以
来
五
年
ぶ
り
の
発
刊
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
会
員
の
皆
様
は
作
詩
の
研

鑽
を
積
ま
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
思
い
出
に
残

る
漢
詩
、
是
非
と
も
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い
漢

詩
を
投
稿
く
だ
さ
い
。
投
稿
要
領
は
、
漢
詩
サ
ー

ク
ル
所
属
員
に
は
、
サ
ー
ク
ル
代
表
を
通
し
て
昨

年
十
月
に
連
絡
済
み
で
す
が
、
本
会
報
の
郵
送
に

同
封
し
て
神
漢
連
全
会
員
に
通
知
し
ま
す
。
尚
、

編
集
委
員
長
は
玉
井
幸
久
先
生
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

二
． 

神
漢
連
二
十
周
年
史
の
編
纂
…
十
周
年
史
の

編
纂
以
来
、
十
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
神
漢
連
で

は
創
立
十
周
年
以
降
に
入
会
し
た
会
員
が
既
に

凡
そ
半
数
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
十
年
間
の
活
動

記
録
と
活
動
趣
旨
を
会
員
に
分
か
り
易
く
伝
え

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
神

漢
連
の
良
き
伝
統
が
次
の
世
代
に
伝
わ
り
、
新
た

な
活
力
を
も
っ
て
更
な
る
展
開
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
． 

神
漢
連
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
…
本
年
十

月
十
三
日（
火
）に
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
々
に
参

加
願
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
自
詠
自
書
展
、
全
漢

詩
連
会
長
の
鷲
野
正
明
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
神
漢
連
の
活
動
と
し
て
は
、
例
年
通
り

四
・
五
月
に
第
二
十
期
の「
漢
詩
入
門
講
座
」を
開
催

し
、
新
た
な
会
員
を
迎
え
入
れ
、
有
志
で
同
期
の
漢

詩
サ
ー
ク
ル
を
発
足
さ
せ
る
予
定
で
す
。
尚
、
漢
詩

入
門
講
座
終
了
後
に
さ
ら
に
漢
詩
鑑
賞
に
注
力
さ
れ

た
い
方
々
に
は
、「
漢
詩
鑑
賞
入
門
講
座
」（
通
称
、鑑

賞
会
Ｄ
）を
昨
年
か
ら
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
漢
詩
サ
ー
ク
ル
で
の
作
詩
・
批
正
、
鑑

賞
会
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
霧
笛
女
子
会
・
大
簡
会
・
講
演
会
で

の
漢
詩
鑑
賞
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
吟
行
会
、
漢
詩
研

修
会
、
更
に
神
辞
会
、
自
詠
自
書
の
会
な
ど
を
予
定

通
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
着
実
に
漢
詩
を
学
ぶ
方
策
を
明
確
化

し
て
、
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は
常
に

重
要
な
課
題
で
す
が
、
半
年
前
の
会
報
三
十
七
号
一

面
に
記
し
た
方
針
を
、
今
年
も
継
続
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
今
年
も
漢
詩
の
鑑
賞
や
創
作
を
通
し
て

自
己
研
鑽
を
積
み
、
ま
た
漢
詩
の
仲
間
と
の
交
流
を

通
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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迎
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神
奈
川
県
漢
詩
連
盟（
神
漢
連
）は
、
平
成
十
八

（
二
○
○
六
）年
十
月
十
四
日
に
創
立
さ
れ
た
。
本
年

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

神
漢
連
で
は
、
創
立
二
十
周
年
を
祝
し
て
、
各
種

の
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
、
今
後
計
画
を
具
体

化
し
て
い
く
が
、
現
在
ま
で
に
決
ま
っ
て
い
る
事
項

と
こ
れ
か
ら
決
定
す
る
事
項
等
を
、
以
下
に
記
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

一
． 

創
立
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
懇
親
会

の
開
催

一
） 

本
年
十
月
十
三
日(

火)

に
、
横
浜
市
中
区

の
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
講
堂
に
お
い
て
、

記
念
式
典
お
よ
び
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
鷲

野
正
明
会
長
に
よ
る
記
念
講
演
を
開
催
す

る
。

二
） 

同
日
夕
刻
に
は
、
鷲
野
会
長
ほ
か
の
出
席

を
得
て
、
会
員
に
よ
る
懇
親
会（
会
場
未

定
）を
行
う
予
定
。

二
． 

各
種
記
念
行
事
の
実
施
の
概
要

一
） 「
二
十
周
年
記
念
行
事
企
画
委
員
会
」を
立

ち
上
げ
て
、
実
施
す
る
行
事
内
容
の
検
討
、

計
画
を
進
め
る
。
同
委
員
会
の
委
員
長
は

東
島
正
樹
氏
、
副
委
員
長
は
吉
池
純
氏
、
事

務
局
と
し
て
佐
野
輝
美
氏

 

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
（
五
十
音
順
）は
、
牛

山
知
彦
、
内
山
早
奈
江
、
北
野
ま
す
み
、
木

村
孝
、
五
嶋
美
代
子
、
高
田
宗
治
、
高
橋
純

子
、
蔦
清
昭
、
橋
本
孝
一
、
松
田
奈
月
、
宮

代
ま
ゆ
み
、山
口
幸
雄
の
各
氏
。

 

委
員
会
は
ひ
と
月
乃
至
ふ
た
月
に
一
度
開

催
す
る
。
記
念
事
業
の
検
討
、
計
画
に
当

た
っ
て
は
、
神
漢
連
事
務
局
と
連
携
し
て

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
） 

神
漢
連
会
報「
漢
詩
神
奈
川
」特
別
号（
第

四
十
号
）と
し
て
、「
二
十
周
年
特
別
号
」を

発
行
す
る
。
発
行
時
期
は
、
記
念
式
典
の
際

に
配
付
で
き
る
よ
う
に
、
九
月
十
五
日
頃

を
目
途
と
す
る
。

 

編
集
に
あ
た
る
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
の
メ

ン
バ
ー
に
数
名
を
加
え
る
が
、
人
選
は
別

途
検
討
す
る
。

 

内
容
は
編
集
メ
ン
バ
ー
で
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
神
漢
連
発
足
後
二
十
年
間
の

会
の
歩
み
を
掲
載
す
る
。
特
に
十
周
年
以

来
の
出
来
事
や
各
漢
詩
大
会
で
の
入
賞
の

実
績
な
ど
を
中
心
に
記
載
す
る
こ
と
と
な

る
ほ
か
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹
介
す

る
予
定（
で
き
れ
ば
写
真
入
り
と
し
た
い
）。

三
） 

会
員
の
漢
詩
集「
神
奈
川
清
韻
第
四
号
」を

発
行
す
る
。
編
集
長
：
玉
井
幸
久
先
生
、
副

編
集
長
：
中
島
龍
一
先
生
、
編
集
実
務
取

り
纏
め
は
牛
山
知
彦
氏
。

 

編
集
委
員
は
、
牛
山
知
彦
、
水
城
ま
ゆ
み
、

髙
津
有
二
、
新
井
治
仁
、
高
橋
純
子
、
蔦
清

昭
の
各
氏
。

 

こ
れ
ま
で
発
行
し
た「
神
奈
川
清
韻
」第
一

集
〜
第
三
集
の
実
績
と
今
回
の
第
四
集
計

画
の
比
較
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

第
四
集
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
Ａ
五
判
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
表
紙
と
す

る
。
完
成
後
は
会
員
に
一
冊
無
料
配
布
す

る（
二
冊
目
以
降
は
有
償
）。

 

発
行
ま
で
の
日
程
は
、
本
会
報
郵
送
時
に

投
稿
の
お
願
い
文
書「
漢
詩
投
稿
の
お
願

い
」を
同
封
す
る
。
投
稿
締
切
り
は
四
月

三
十
日（
木
）、
七
月
末
印
刷
所
へ
入
稿
、

九
月
発
刊
の
運
び
と
な
る
。

 

投
稿
の
要
領
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す（
前
記「
漢
詩
投
稿
の
お
願
い
」か
ら

転
載
）。

（
一
） 投
稿
詩
に
つ
い
て
は
、
七
言
絶
句
を

神
漢
連
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
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原
則
と
し
ま
す
が
、
他
の
詩
型
で
も

可
と
し
ま
す
。

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
漢
詩
大
会
で
の

入
賞
作
、入
選
作
も
可
と
し
ま
す
。

（
二
） サ
ー
ク
ル
会
員
に
つ
い
て
は
、
指
導

講
師
が
作
品
の
批
正（
平
仄
、
和
語
、

漢
文
法
上
の
修
正
等
）を
行
っ
た
も

の
を
、
サ
ー
ク
ル
代
表
者
が
纏
め
て

提
出
下
さ
い
。

 

サ
ー
ク
ル
会
員
以
外
の
方
は
、
直
接

事
務
局
に
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
三
） 提
出
の
様
式
は
自
由
と
し
ま
す
が
、

編
集
作
業
の
効
率
化
の
た
め
、
電
子

デ
ー
タ
で
の
提
出
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。勿
論
、電
子
デ
ー
タ

以
外
の
手
書
き
の
提
出
で
も
結
構
で

す
。

 

尚
、
難
し
い
詩
語
の
語
釈
、
ル
ビ
は
適

宜
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
四
） 提
出
さ
れ
た
詩
稿
に
つ
い
て
、
編
集

委
員
会
で
最
終
検
討
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
批
正
し
、
作
者
本
人
と
ご

相
談
の
上
で
訂
正
し
て
い
た
だ
く
事

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

（
五
） 提
出
内
容
は
、
漢
詩
の
白
文
、
書
き
下

し
、作
詩
の
背
景
・
通
釈
で
す
。

（
六
） 作
詩
の
背
景
・
通
釈
は
、
三
百
字
以

内
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

ま
た
、物
故
者 

や
退
会
者
の
う
ち
希

望
す
る
者
も
対
象
と
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

四
） 

自
詠
自
書
展
の
開
催

 

十
月
十
二
日(

月)

と
十
三
日(

火)

に
横
浜

市
開
港
記
念
会
館
の
会
議
室
に
お
い
て
開

催
す
る
。代
表
者
は
牛
山
知
彦
氏
。

三
． 

二
十
周
年
記
念
式
典
ま
で
の
諸
行
事

と
そ
の
日
程

 

十
月
十
三
日
に
記
念
式
典
ほ
か
の
行
事
を

行
う
こ
と
に
伴
い
、
諸
行
事
の
日
程
を
次

の
と
お
り
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
） 

令
和
八
年
度
定
例
総
会（
例
年
五
月
開
催
）

は
、
実
開
催
せ
ず
、
書
面
審
査
で
代
行
す

る
。

二
） 
令
和
八
年
度
春
季
漢
詩
講
演
会
は
、
六
月

五
日(

金)

に
開
催
す
る
。
場
所
は
横
浜
市

開
港
記
念
会
館
講
堂
、
講
師
は
高
芝
麻
子

先
生
。

三
） 

会
報
の
発
行
。
次
回
の
会
報
第
三
十
九
号

は
、
従
来
ど
お
り
七
月
十
五
日
に
発
行
す

る
。

 

前
記
の
よ
う
に
第
四
十
号
は
、「
二
十
周
年

特
別
号（
二
十
周
年
の
あ
ゆ
み
）」と
し
て

九
月
十
五
日
頃
に
発
行
す
る
。

神奈川県漢詩連盟漢詩集　［神奈川清韻］
神奈川清韻の編集概況比較 （敬称略）

項目 神奈川清韻第一集 神奈川清韻第二集 神奈川清韻第三集 神奈川清韻第四集
1 発行年月 2011年4月 2014年4月 2022年1月 2026年9月
2 大きさ、頁数 A5判 77頁（含神奈川の漢詩18頁） A5判 120頁 A5判 180頁（含付録24頁） A5判 150頁

3 寄稿詩藻 88首・詩題自由、1頁に2首
（2人分）

103首・詩題自由、1頁1首
（含詩の背景）

140首・詩題自由、1頁1首
（含詩の背景）

目標150首・詩題・掲載要
領は第三集に同じ

4 表紙題字・
イラスト 石川芳雲　　田原健一 石川芳雲　　田原健一 石川芳雲　　　牛山知彦 石川芳雲　　　牛山知彦

4 印刷　製本 （株）大和メディアクリエイティブ （有）双葉タイプ （株）大和メディアクリエイティブ （株）大和メディアクリエイティブ
5 発行部数、料金 400部、14万円 300部？、15万円 400部、18万円 400部、
6 監修 石川忠久　窪寺貫道 窪寺貫道 玉井幸久 ー

7 編集委員長 城田六郎 古田光子 委員長　　玉井幸久
副委員長　中島龍一

8 編集委員 田原健一　水城まゆみ　吉岡昭夫 三村公二　中島龍一　吉岡昭夫 香取和之　水城まゆみ　新井治仁
牛山知彦　山口幸雄　蔦清昭

牛山知彦　水城まゆみ　高津有二
新井治仁　高橋純子　蔦清昭

9 神漢連会長 中山清 岡崎滿義 三村公二 香取和之
10 事務局長 田原健一 櫻庭慎吾 高津有二 久川憲四郎
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『
続
・『
三
国
志
』の
英
雄　

曹
操
の
思
い

　

－

市
川
桃
子
先
生
講
演
会

－

　

令
和
七
年
十
一
月
六
日（
木
）横
浜
市
開
港
記
念

会
館
講
堂
に
於
い
て
、
明
海
大
学
名
誉
教
授
の
市
川

桃
子
先
生
に
よ
る
続
・『
三
国
志
』の
英
雄　

曹
操

の
思
い
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
は
約
百
八
十
名
の
来
場
者
で
盛
会
で
し

た
。

　

こ
ち
ら
は
令
和
三
年
の
秋
に『
三
国
志
』の
英
雄

　

曹
操
の
悲
哀
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
い

た
そ
の
第
二
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
心
待
ち
に
し
て

い
た
講
演
で
す
。

歩
出
夏
門
行

　

ま
ず
、
前
奏
曲
と
な
る『
豔え

ん（
え
ん
）』か
ら
見
て

い
き
ま
す
。

雲
行
雨
歩　
　
　

雲
に
行
き
雨
に
歩
み

超
越
九
江
之
皐　

九
江
の
皐
を
超
越
す

臨
觀
異
同　
　
　

異
同
を
臨
觀
し

心
意
懐
猶
豫　
　

心
意
猶
予
を
懐
く

不
知
當
復
何
從　

知
ら
ず
当
に
何
に
か
従
う
べ
し

經
過
至
我
碣
石　

経
過
し
て
我
が
碣
石
に
到
る

心
惆
悵
我
東
海　

心
惆
悵
た
り
我
が
東
海

　

袁
尚
軍
は
西
方
に
逃
げ
中
国
北
部
の
異
民
族
、
烏

桓
と
同
盟
を
組
み
ま
し
た
。
建
安
十
二
年
五
月
に
曹

操
は
烏
桓
に
遠
征
し
八
月
に
烏
桓
を
落
と
し
ま
す
。

こ
の
白
狼
山
の
戦
い
は
臣
下
達
に
大
反
対
さ
れ
た
遠

征
で
し
た
。
曹
操
軍
が
戻
る
途
中
、
冬
に
向
か
い
困

難
な
行
軍
と
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
部
下
を
失
い
、

後
悔
の
多
い
遠
征
だ
っ
た
と
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着

い
た
碣
石
で
渤
海
を
眺
め
な
が
ら
沸
き
起
こ
っ
て
来

る
悲
し
い
気
持
ち
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

秋
胡
行

　

苦
し
い
戦
い
が
続
く
中
、
曹
操
は
次
第
に
老
い
て

い
き
ま
す
。
こ
の
歌
は
仙
人
へ
の
あ
こ
が
れ
を
歌
っ

て
い
ま
す
。
当
時
の
人
々
は
仙
界
の
存
在
を
信
じ
て

い
ま
し
た
。

願
登
泰
華
山　

願
わ
く
は
泰
華
山
に
登
り

神
人
共
遠
游　

神
人
と
共
に
遠
游
せ
ん

願
登
泰
華
山　

願
わ
く
は
泰
華
山
に
登
り

神
人
共
遠
游　

神
人
と
共
に
遠
游
せ
ん

經
歴
崑
崙
山　

崑
崙
山
を
経
歴
し

到
蓬
莱　
　
　

蓬
莱
に
到
ら
ん

飄
遥
八
極　
　

八
極
に
飄
遥
し

與
神
人
倶　
　

神
人
と
倶
に
せ
ん

思
得
神
藥　
　

神
薬
を
得
る
を
思
い

萬
歳
為
期　
　

万
歳
も
て
期
と
な
さ
ん

歌
以
言
志　
　

歌
い
て
以
て
志
を
言
わ
ん

願
登
泰
華
山　

願
わ
く
は
泰
華
山
に
登
ら
ん
と

　

泰
山
も
華
山
も
聖
な
る
山
。
崑
崙
山
は
西
の
果

て
、
蓬
莱
山
は
東
の
果
て
に
あ
る
神
仙
の
住
む
山
で

す
。
一
万
年
の
寿
命
を
得
て
、
天
空
を
自
由
に
か
け

ま
わ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
愉
快
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
く

り
返
し
が
多
く
良
い
調
子
で
壮
大
な
遊
仙
の
世
界
を

歌
っ
て
い
ま
す
。

短
歌
行

　

人
生
は
は
か
な
い
も
の
。
過
ぎ
去
っ
た
日
が
多
く

な
り
、
天
下
統
一
の
世
は
見
ら
れ
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
と

い
う
思
い
を
歌
い
ま
す
。

　

第
一
解

對
酒
當
歌　

酒
に
対
し
て
当
に
歌
う
べ
し

人
生
幾
何　

人
生　

幾
何
ぞ

譬
如
朝
露　

譬
え
ば
朝
露
の
如
し

去
日
苦
多　

去
り
し
日
は
苦
だ
多
し
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第
四
解

呦
呦
鹿
鳴　

呦
呦
と
鹿
は
鳴
き

食
野
之
苹　

野
の
苹
を
食
ら
う

我
有
嘉
賓　

我
に
嘉
賓
有
り

鼓
瑟
吹
笙　

瑟
を
鼓
し
て
笙
を
吹
か
ん

　

第
五
解

明
明
如
月　

明
明
と
し
て
月
の
如
し

何
時
可
掇　

何
れ
の
時
に
か
掇
る
可
け
ん

憂
從
中
來　

憂
い
は
中
従
り
来
り
て

不
可
斷
絶　

断
絶
す
可
か
ら
ず

　

第
七
解

月
明
星
稀　

月
明
ら
か
に
星
稀
に
し
て

烏
鵲
南
飛　

烏
鵲　

南
に
飛
ぶ

繞
樹
三
匝　

樹
を
繞
り　

三
た
び
匝
る

何
枝
可
依　

何
れ
の
枝
に
か
依
る
可
き

第
八
解

山
不
厭
高　

山
は
高
き
を
厭
わ
ず

海
不
厭
深　

海
は
深
き
を
厭
わ
ず

周
公
吐
哺　

周
公　

哺
を
吐
き
て

天
下
歸
心　

天
下　

心
を
帰
す

　

第
一
解
で
は
、
人
生
は
日
が
昇
る
と
す
ぐ
に
乾
い

て
し
ま
う
よ
う
な
は
か
な
い
朝
露
の
よ
う
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。
第
四
解
で
は
、
鹿
は
お
い
し
い
草
を

見
つ
け
る
と
独
占
す
る
こ
と
な
く
分
け
隔
て
な
く

皆
で
草
を
楽
し
む
。
自
分
た
ち
も
良
い
客
が
来
た
時

に
心
か
ら
も
て
な
し
た
い
と
い
う
思
い
。
第
五
解
で

は
、
空
に
か
か
る
月
の
よ
う
に
は
っ
き
り
見
え
て
い

る
の
に
我
が
物
に
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
の
に
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
は
何

か
。
人
の
心
、
こ
れ
か
ら
の
天
下
統
一
の
事
業
を
託

す
こ
と
が
出
来
る
有
能
な
人
材
が
ほ
し
か
っ
た
の
で

す
。
第
七
解
、
月
夜
に
飛
ん
で
き
た
鵲
が
ど
の
枝
に

と
ま
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
と
歌
い
ま
す
。
鵲
は
遠
く

か
ら
来
た
旅
人
、
だ
れ
を
主
君
に
し
よ
う
か
と
迷
っ

て
い
る
様
子
に
例
え
て
い
ま
す
。
こ
の
句
は
宋
・
蘇

軾
の「
赤
壁
の
賦
」に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。第
八
解
の

前
半
二
句
は
人
材
を
拒
絶
せ
ず
に
広
く
受
け
入
れ
る

と
い
う
事
で
す
。
こ
の
短
歌
行
か
ら
は
、
曹
操
の
後

世
の
社
会
を
こ
れ
か
ら
の
若
者
に
引
き
受
け
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
感
じ
ま
す
。

度
関
山

　

曹
操
が
、
あ
る
い
は
天
下
の
人
々
が
理
想
と
す
る

太
平
の
世
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。

侈
悪
之
大　

侈
る
は
悪
の
大

倹
爲
恭
德　

倹
な
る
は
恭
徳
爲
り

許
由
推
讓　

許
由
推
譲
す

豈
有
訟
曲　

豈
に
訟
曲
有
ら
ん
や

兼
愛
尚
同　

兼
愛
と
尚
同
あ
ら
ば

疏
者
爲
戚　

疏
な
る
者
も
戚
と
爲
ら
ん

　

兼
愛
と
は
、
天
下
の
人
々
が
愛
し
合
え
ば
平
和
に

な
り
、
尚
同
と
は
天
下
の
意
見
が
天
子
の
意
見
に
統

一
さ
れ
れ
ば
天
下
は
治
ま
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

互
い
に
慈
し
み
あ
い
リ
ー
ダ
ー
が
賢
く
、
皆
が
自
分

勝
手
な
意
見
を
通
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
戦
争
も
起
こ

ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
世
界
を
曹
操
は
望
ん

で
い
ま
し
た
。

最
後
に

　

曹
操
は
将
軍
で
も
あ
る
と
同
時
に
中
国
の
文
学
史

上
で
も
有
数
な
詩
人
で
し
た
。
そ
の
作
品
に
は
、
彼

の
生
き
た
時
代
と
そ
の
時
の
思
い
が
素
直
に
詠
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
天
下
を
狙
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
思
い
悩
み
、
傷
つ
き
、
自
分
の
信
じ
る
と
こ
ろ

を
目
指
し
生
き
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

講
演
会
の
後
、
聴
講
者
の
方
々
か
ら
の
質
問
を
受

け
ま
し
た
。
次
々
と
手
が
挙
が
り
、
曹
操
へ
の
関
心

の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
講
演
会
はY

ouT
ube

が
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

記　

高
橋
純
子

熱心に聴く会場の皆さん熱心に聴く会場の皆さん
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

「
小
笠
原
諸
島
」（
八
月
三
十
日
開
催
）

　

景
勝
地
な
ど
に
現
地
集
合
し
、
そ
の
場
で
与
え
ら
れ
る

韻
字
を
用
い
て
一
句
を
詠
じ
、
先
生
が
連
句
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
の
が
吟
行
会
。
実
地
で
感
じ
た
こ
と
を
即
興
的

に
一
句
に
落
と
し
込
む
楽
し
さ
を
味
合
う
に
は
、
あ
る
程

度
の
漢
詩
経
験
が
必
要
で
す
ね
。

　

一
方
、
ど
な
た
も
経
験
さ
れ
て
い
る
、
自
室
で
詩
語
集

や
辞
書
、
漢
詩
集
を
参
考
に
一
詩
ま
と
め
る
作
業
に
近
い

の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
の
一
句
投
句
で
す
。
課
題
韻

字
を
受
け
取
っ
て
投
句
ま
で
の
期
間
は
四
日
間
、
余
裕
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
の
参
加
者
は
、

神
漢
連
一
期
入
会
の
大
先
輩
か
ら
十
八
期
入
会
の
新
人
ま

で
、
ほ
ぼ
均
等
な
構
成
で
し
た
。
自
宅
に
居
て
参
加
で
き

る
こ
と
、
手
持
ち
の
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
句
作
り
が
で

き
る
こ
と
、
と
い
う
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
集
ま
っ
て
、
先
生
の
コ
メ
ン
ト
や
大
先

輩
か
ら
新
人
ま
で
全
員
の
苦
労
話
が
伺
え
る
の
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
驚
く
こ
と
に
、
と
い
う
と
失
礼
で
す
が
、

最
近
の
数
回
の
受
賞
者
に
必
ず
新
人
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。受
賞
者
マ
ー
ク
の
名
前
か
ら
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
接
続
な
ど
不
安
な
方
に
は
世
話
役
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
次
回
の
冬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
へ
の

参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。お
問
い
合
わ
せ
は
筆
者
ま
で
。

（
蔦　

清
昭
）

◎
優
句 　

〇
秀
句 　

●
人
気
句

　

八
月
三
十
日
初
参
加
初
優
句
！

い
な
な
き
会　

向
井
恒
泰

　

初
参
加
で
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
に
恵
ま
れ
優
句
に
選
ば

れ
ま
し
た
。『
碧
海
遥
天
鯨
一
枚
』で
す
。

　

漢
詩
を
学
び
始
め
て
二
年
、
神
漢
連
の
漢
詩
大
会
や
研

修
会
な
ど
に
漢
詩
を
投
稿
し
て
も
全
く
箸
に
も
棒
に
も

か
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
ま
し
て
初
参
加
の
オ
ン
ラ
イ

ン
吟
行
会
で
は
ど
う
進
む
の
か
、
ど
う
評
価
さ
れ
る
の
か

不
安
で
し
た
。
し
か
し
皆
様
の
丁
寧
な
ご
説
明
と
ご
指
導

が
非
常
に
分
り
易
く
、
本
当
に
有
難
い
吟
行
会
で
し
た
。

更
に
は
思
い
も
よ
ら
ず
優
句
と
評
価
頂
き
、
望
外
の
歓
び

で
、
今
後
の
漢
詩
人
生
に
大
い
に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
詩
題
が
小
笠
原
諸
島
、
わ
た
し
へ
の
指
定
句
末

韻
字
は「
盃
」又
は「
枚
」。こ
れ
に
は
参
り
ま
し
た
！「
盃
」

は
お
酒
の
句
に
な
り
そ
う
で
小
笠
原
と
無
関
係
。
第
七
字

と
し
て
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う「
枚
」を
選
ぶ
も
、

詩
語
集
や「
だ
れ
漢
」に
句
末「
枚
」と
い
う
例
が
な
い
。

た
だ
辞
典
等
を
調
べ
る
と
大
き
な
平
な
も
の
、
例
え
ば
波

や
雲
に
使
う
用
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
昔
愚
息
が
船
で
小
笠

原
へ
旅
行
し
大
海
原
を
見
て
感
激
し
た
と
話
し
て
い
た
事

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
の
紺
碧
の
海
を
水
平

線
の
彼
方
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
船
、
そ
こ
に
飛
び
上

が
り
横
飛
び
す
る
大
き
な
鯨
！
大
波
が
枚
と
言
え
る
な
ら

大
鯨
も
枚
と
考
え
た
次
第
で
す
。

　

後
の
講
評
で
、
体
言
止
が
あ
る
も
の
の
情
景
が
目
に
浮

か
ぶ
と
仰
っ
て
頂
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
皆
様
素
晴
ら
し
い
句
揃
い
で
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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会
員
の
活
動

と
て
も
覚
え
き
れ
な
い

    

と
い
う
か
思
い
出
せ
な
い
！

神
辞
会
世
話
役　

蔦　

清
昭

　

複
雑
極
ま
り
な
い
言
語（
日
本
語
）を
操
っ
て
生
き

て
き
た
け
ど「
平
仄
？
押
韻
？
何
こ
れ
？
」が
漢
詩
創

作
の
最
初
の
躓
き
。先
生
は「
や
っ
て
い
る
う
ち
に
覚

え
る
」と
仰
る
。覚
え
ら
れ
な
い
ん
で
す
ね
、こ
れ
が
。

　

指
導
書
や
辞
書
で
調
べ
ま
く
っ
て
な
ん
と
か
形
に

す
る
と「
冒
韻
で
す
」「
孤
平
で
す
」「
同
字
重
出
で
す
」

…
修
正
に
修
正
を
重
ね
て
提
出
す
る
と「
七
絶
に
こ

ん
な
に
色
々
盛
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」と
、や
っ

と
漢
詩
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
け
る
こ
と
に
。

　

こ
れ
を
作
詩
の
度
に
や
る
の
は
や
っ
て
ら
れ
な

い
、
と
落
ち
込
ん
で
い
た
時「
Ｐ
Ｃ
漢
詩
情
報
交
換

会
」が
ス
タ
ー
ト
。
二
〇
一
七
年
の
こ
と
で
す
。「
こ

ん
な
こ
と
、
あ
ん
な
こ
と
パ
ソ
コ
ン
で
出
来
た
ら
い

い
ね
」と
の
意
見
交
換
の
後「
じ
ゃ
、そ
の
仕
掛
け
作

ろ
う
か
」と
始
ま
っ
た「
神
辞
会
」で
し
た
。
そ
れ
か

ら
八
年
、
体
力
・
記
憶
力
・
判
断
力
が
衰
え
始
め
た

七
九
歳
の
今（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
ね
）、
Ｉ
Ｔ 

環

境
の
進
化
は
目
覚
ま
し
く
、
漢
詩
関
連
の
情
報
も
充

実
し
て
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は「
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」か

ら「
神
辞
会
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

　

年
二
回
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
定
例
会（
説
明
会
）も
実

施
し
て
い
ま
す
。

十
九
期
サ
ー
ク
ル「
聚
鳩
会
」が
発
足

代
表
世
話
人　

北
野
ま
す
み

　

第
十
九
期
の
会
名「
聚
鳩
会（
じ
ゅ
き
ゅ
う
か
い
）」

は
、
男
女
別
々
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
た「
聚
」

と「
鳩
」を
合
わ
せ
た
会
名
で
す
。ス
タ
ー
ト
か
ら
自

然
に
意
気
の
合
っ
た
会
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
六
名
の
メ
ン
バ
ー
は
様
々
な
社
会
経
験
を
持
っ

て
お
り
、
既
に
漢
詩
で
は
か
な
り
の
実
力
を
持
っ
て

い
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

例
会
、
懇
親
会
等
を
通
じ
て
知
り
合
い
、
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

例
会
は
偶
数
月
の
第
四
金
曜
日
に
か
な
が
わ
県
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
高
橋
純
子
さ
ん
、
久
川
憲
四
郎
さ
ん
で

す
。
会
の
発
足
早
々
に
高
橋
講
師
が
全
日
本
漢
詩
大

会
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
吉
事
が

有
り
、
聚
鳩
会
は
追
い
風
に
乗
っ
て
始
動
で
き
ま
し

た
。

　

メ
ン
バ
ー
が
多
い
た
め
課
題
詩
の
提
出
も
多
い
で

す
が
、
例
会
の
時
間
制
限
の
中
で
も
両
講
師
の
的
確

な
ご
配
慮
で
批
正
も
順
調
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
回
両
講
師
の
作
品
披
露
も
あ
り
、
学
び
と
楽

し
み
が
共
存
す
る
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
初
代
代
表
世
話
人
の
後
藤
俊
男
さ
ん
が
ご

家
庭
の
事
情
で
退
任
さ
れ
た
た
め
、
私
が
後
任
と
な

り
ま
し
た
。
漢
詩
も
未
経
験
、
代
表
も
未
経
験
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ「
聚
鳩
会
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鑑
賞
会
Ｄ
の
お
勧
め

鑑
賞
会
Ｄ
世
話
人　

佐
野
輝
美

　

鑑
賞
会
Ｄ
は
漢
詩
を
鑑
賞
し
た
い
方
向
け
に
令
和

七
年
六
月
に
新
設
さ
れ
た
講
座
で
す
。
講
師
は
大
ベ

テ
ラ
ン
の
中
島
龍
一
先
生
へ
お
願
い
し
、
テ
キ
ス
ト

は
主
に「
漢
詩
鑑
賞
辞
典
」を
用
い
て
李
白
・
杜
甫

を
は
じ
め
と
し
た
中
国
・
日
本
の
代
表
的
な
詩
人
の

漢
詩
を
対
面
方
式
で
毎
月
第
一
水
曜
日
に
石
川
町
駅

近
く
の「
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
」に
て
対
面
方
式

で
、わ
か
り
や
す
く
解
説
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漢
詩
創
作
に
お
い
て
は
、「
知
識
」を
広
め

る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
も
の
と
し
て「
語
彙
」と「
典
故
」が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
り
ま
す
。
中
島
先
生
の
解
説
で
は
中
国
・
日

本
の
歴
史
、
地
理
的
な
位
置
づ
け
を
中
島
先
生
独
自

作
成
の
資
料
等
で
詩
を
解
説
い
た
だ
く
こ
と
で
、「
語

彙
」と「
典
故
」を
意
識
せ
ず
と
も
少
し
ず
つ
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
で
は
毎
回
基
本
的
に
五
首
を
一
つ
ず
つ
解
説

し
た
後
、
受
講
生
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け
、
そ
れ

へ
の
回
答
を
行
う
と
い
う
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

開
講
当
初
は
緊
張
の
た
め
か
、
質
問
も
少
な
か
っ
た

も
の
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
質
問
も
出
始
め
、
和
気

あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
現
在
三
十
名
、
一
九
期
が
二
十
名
、
そ
の

他
が
十
名
の
登
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
漢

詩
創
作
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
応
募
し
た
の
で
す

が
、
現
在
で
は
中
島
先
生
の
多
岐
に
渡
る
漢
詩
の
解

説
を
と
て
も
楽
し
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
鑑
賞
へ
ご
興
味
の
あ
る
方
は一度
参
加
願
い
ま
す
。
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現
代
中
国
の
漢
詩
事
情（
連
載
）

「
元
白
」コ
ン
ビ
の
友
情
が
音
楽
劇
に
！

 

逸
語
会　

松
田
奈
月

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
夢
微
之
』が
、上
海
の
小
劇
場
で

三
年
目
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
に
突
入
し
て
い
る
。
白
居
易

が
亡
き
友
・
元
稹
を
想
っ
て
作
っ
た
七
言
律
詩
が
タ

イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
元
白
」と
も
呼
ば

れ
る
白
居
易
と
元
稹
の
三
十
年
来
の
友
情
を
描
い
た

物
語
だ
。
と
も
に
官
吏
と
し
て
出
会
い
、
動
乱
の
時

代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
生
涯
を
通
じ
て
九
百
通

以
上
の
手
紙
の

や
り
と
り
が
続

き
、
固
い
友
情

で
結
ば
れ
る
二

人
。白
居
易
は
、

不
遇
の
死
を
遂

げ
た
年
下
の
元

稹
を
想
い
、「
夢

同
遊
」と
歌
い

…

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲
で
、
琵
琶
や
琴
の
伝
統
楽
器

の
音
色
が
生
か
さ
れ
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
調
や
バ
ラ
ー
ド

な
ど
耳
に
残
る
全
十
三
曲
。
歌
詞
は
白
居
易
と
元
稹

の
詩
か
ら
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌

詞
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
耳
で
聞
く
だ
け
だ
と
な
か

な
か
難
解
。
周
り
の
観
客
は
熱
心
に
聞
い
て
い
る
の

で
、
さ
す
が
漢
詩
の
素
養
が
違
う
と
感
心
し
て
い
た

の
だ
が
、
あ
と
で
み
ん
な
歌
詞
本
な
ど
を
ベ
ー
ス
に

き
ち
ん
と
予
習
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
確
か
に
予

習
し
て
か
ら
臨
め
ば
、
何
倍
も
何
度
も
楽
し
め
る
舞

台
な
の
で
あ
る
。
出
演
者
は
白
居
易
と
元
稹
役
し
か

い
な
い
二
人
舞
台
。
中
国
で
近
年
人
気
の
没
入
型
の

劇
場
は
、
舞
台
の
真
ん
中
に
も
客
席
が
設
置
さ
れ
、

観
客
の
間
を
白
居
易
と
元
稹
が
縦
横
無
尽
に
、
時
に

は
激
し
く
感
情
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
、
時
に
涙
し
な
が

ら
、
時
に
は
着

替
え
な
が
ら
駆

け
巡
り
…
、
そ

ん
な
二
人
の
姿

を
客
席
の
女
子

た
ち
は
目
を

ハ
ー
ト
に
し
な

が
ら
見
守
っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

　

ロ
ン
グ
ラ
ン

と
な
っ
て
い

る
人
気
の
秘
密
は
、
白
居
易
×
元
稹
の
キ
ャ
ス
ト
の

組
み
合
わ
せ
が
何
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
、
上
演
ご
と
に

入
れ
替
わ
る
こ
と
。
若
手
の
実
力
派
俳
優
や
、
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
な
ど
か
ら
人
気
が
出
始
め
た
新
人

歌
手
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
登
竜
門
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。
毎
週
の
よ
う
に
通
い
詰
め
て
い
る
フ
ァ

ン
た
ち
の
見
る
目
は
シ
ビ
ア
で
、
誰
と
誰
の
ペ
ア
が

よ
か
っ
た
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
採
点
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
漢
詩
を
ベ
ー
ス
と
し
た
歌
詞
を
い
か
に
正

確
に
か
つ
感
情
を
込
め
て
歌
え
る
か
も
重
要
な
採
点

基
準
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ニ
ッ
チ
な
フ
ァ
ン
層
を
形
成
し
な
が
ら
長

期
上
演
を
続
け
て
い
る『
夢
微
之
』だ
が
、
な
ん
と

二
〇
二
五
年
秋
に
、
上
海
で

4

4

4

日
本
人
役
者（
演
出
兼

白
居
易
・
良
知
真
次
さ
ん
×
元
稹
・
新
里
宏
太
さ
ん
）

に
よ
る
日
本
語
で
の
上
演
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
楽
曲

を
日
本
語
歌
詞
で
歌
う
た
め
、
中
国
語
か
ら
は
か
な

り
要
素
が
絞
り
込
ま
れ
た
現
代
語
訳
に
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
中
国
語
で
は「
相
携
手 

夢
同
遊
」が

翻
訳
で
は「
夢
が
覚
め
れ
ば
」と
な
っ
て
い
る
よ
う

な
具
合
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
語
上
演
の
回
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
が
、
フ
ァ
ン
の
評
判
は
上
々
で
、
す
で
に
ス

ト
ー
リ
ー
展
開
も
歌
も
熟
知
し
て
い
る（
で
も
日
本

語
は
分
か
ら
な
い
！
）古
参
フ
ァ
ン
に
も
、
作
品
の

新
た
な
魅
力
が
広
が
っ
た
と
好
評
だ
。
フ
ァ
ン
た
ち

が
歌
詞
の
日
中
対
訳
を
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど

熱
量
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
近
々
、
日
本
で
の
日
本
語

版
上
演
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
と
か
。
私
と
し
て
は
、

日
本
語
版
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
中
国
語
で
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
版
で
の
上
演
も
日
本
で
行
い
、
中
国
の
旬
の
イ

ケ
メ
ン
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
唐
代
の
胸
ア
ツ
の
友
情

物
語
に
、
日
本
の
女
子
た
ち
が
と
き
め
い
て
ほ
し
い

と
願
う
の
で
あ
る
。

「元白」コンビの俳優は日替わり「元白」コンビの俳優は日替わり

没入型の劇場は距離が近い没入型の劇場は距離が近い

観客の目に映る白居易は観客の目に映る白居易は
こんな感じ？こんな感じ？

漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍
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木
村　
孝

　

鄕
校
枳
籬 

　

郷
校
の
枳き
り
籬

春
日
枳
花
迎
我
開 

春
日　
枳
花　
我
を
迎
え
て
開
く

淸
芬
馥
郁
學
堂
隈 

清
芬　
馥
郁
た
り　
学
童
の
隈

舊
秋
同
摘
黃
金
實 

旧
秋　
同と
も
に
摘
み
し　
黄
金
の
実

追
憶
籬
邊
胡
蝶
回 

籬
辺
に
追
憶
す
れ
ば　
胡
蝶
回
る

　
　

母
校
の
カ
ラ
タ
チ
の
思
い
出

　

今
回
の
テ
ー
マ「
果
樹
」は
甚
だ
な
じ
み
の
薄
い

分
野
で
何
を
対
象
に
し
た
ら
良
い
の
か
苦
労
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
思
い
つ
い
た
の
が
高
校
の
垣
根
の

一
角
に
あ
っ
た
カ
ラ
タ
チ
で
し
た
。
春
の
白
い
花
、

秋
の
実
、
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
蝶
を
ま
と
め
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
春
に
帰
郷
し
た
際
に
立
ち
寄
っ
た

母
校
、
そ
こ
で
出
迎
え
て
く
れ
た
花
、
秋
の
実
は
過

去
の
回
想
と
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
悩
ん
だ
の
が
蝶

を
ど
う
す
る
か
。
結
果
的
に
は
結
句
下
三
字
を「
胡

蝶
回
」と
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
蝶
の
登
場
が
唐
突

と
さ
れ
る
か
、
或
は
必
然
と
見
て
も
ら
え
る
か
。
自

信
の
な
い
ま
ま
の
投
稿
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
素
晴

ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
安
心
し
ま
し

た
。こ
れ
を
励
み
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
 

岡
嶋
宣
昭

　

山
蹊
橘
柚 

山
蹊
の
橘
柚

漫
步
寒
山
樵
徑
長 

漫そ
ぞ
ろ
に
歩
く
寒
山　
樵
し
ょ
う
径け
い
長
し

風
來
忽
覺
一
林
香 

風
来
り
て
忽
ち
覚
ゆ
一
林
の
香
し
き
を

行
看
橘
柚
已
成
熟 

行
ゆ
く
看
る　
橘
柚
已
に
成
熟
し

無
數
金
黃
媚
夕
陽 

無
数
の
金
黄
の
夕
陽
に
媚
ぶ
る
を

四
国
漢
詩
連
盟
会
長
賞

入
選

　

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
先

生
、神
漢
連
の
先
輩
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
永
い
漢
詩
の
道
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 
 

杉
森
千
枝
美

　

采
摘
枇
杷 

　

枇
杷
を
采
摘
す

枇
杷
黃
熟
正
離
離 

枇
杷　
黄
熟
し
て　
正
に
離
離
た
り

攀
樹
尤
欣
未
覺
衰 

樹
を
攀よ
ぢ
て
尤
も
っ
とも
欣
よ
ろ
こぶ
未
だ
衰
へ
を
覚
え
ざ
る
を

不
意
筠
籠
傾
瀉
處 

不
意
に　
筠い
ん
籠ろ
う　

傾け
い
瀉し
ゃ
す
る
処

金
丸
散
落
駭
羣
兒 

金
丸
散
落
し
て
群
児
を
駭お
ど
ろか
す
と
は

　
　

端
無
く
も

　

私
の
漢
詩
作
り
は
、
韻
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
漢
字

パ
ズ
ル
そ
の
も
の
。
何
か
を
詠
い
た
い
境
地
に
は
未

だ
至
ら
ず
、
募
集
の
締
切
り
に
間
に
合
わ
せ
て
い

る
。
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
搜
す
の
は
、
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
詩
の
、
言
葉
の
海

で
一
本
釣
り
を
す
る
の
に
似
て
い
る
。
犬
も
歩
け
ば

棒
に
当
た
る
、
先
人
の
詩
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
い

い
言
葉
に
出
合
え
な
い
。
私
の
中
か
ら
湧
い
て
く
る

こ
と
は
な
い
。「
こ
の
言
葉
、
使
っ
て
み
た
い
な
」と

い
う
、「
好
物
」を
求
め
て
、
犬
の
よ
う
に
鼻
を
ひ
く

つ
か
せ
て
、言
葉
の
海
を
さ
ま
よ
い
歩
く
。こ
の
度
、

端
無
く
も
賞
を
い
た
だ
け
た
。「
無
端
」、
こ
れ
も
賈

島
の「
渡
桑
乾
」で
出
合
っ
て
か
ら
、い
つ
か
は
漢
詩

で
使
っ
て
み
た
い
言
葉
の
一
つ
だ
。

徳
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

全
日
本
漢
詩
大
会
徳
島
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

吐
魯
蕃
旅
亭 

　

吐ト

魯ル

蕃フ
ァ
ン旅
亭

蓁
蓁
綠
葉
繞
旗
亭 

蓁し
ん
蓁し
ん
た
る
緑
葉　
旗
亭
を
繞
り

映
日
葡
萄
滿
架
馨 

日
に
映
ず
葡
萄　
架
に
満
ち
て
馨
し

繡
帽
胡
童
笑
迎
處 

繍し
う
帽ば
う
の
胡こ

童ど
う　

笑
ひ
て
迎
ふ
る
処

明
眸
秋
果
兩
深
靑 

明め
い
眸ぼ
う　

秋
果　
両ふ
た
つ
な
が
ら
深
青

　
　

人
生
の
豊
か
さ

　

漢
詩
を
始
め
て
日
々
が
豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
四
季
の
う
つ
ろ
い
に
よ
る
自
然
の
わ
ず
か

な
変
化
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
漢
詩
の
知

識
を
得
る
こ
と
も
楽
し
く
、
新
た
な
友
に
出
会
う
喜

び
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
詩
を
作
る
に
あ
た
り
、
四
十
年
程
前
の
両
親

と
の
中
国
旅
行
を
振
り
返
る
時
間
は
と
て
も
幸
せ
で

し
た
。
こ
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
の
も
漢
詩
な
の

だ
と
思
う
と
、
漢
詩
に
は
こ
ん
な
力
も
あ
る
の
か
と

驚
い
た
の
で
す
。
今
年
は
今
ま
で
と
違
っ
た
人
生
の

豊
か
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞

漢
詩
大
会
で

漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

犬
飼
堯
様
は
、

令
和
七
年
八
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
二
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

高
橋
純
子

　

禪
院
看
花 

　

禅
院
看
花

曉
靄
濛
濛
殘
月
垂 

暁
ぎ
ょ
う
靄あ
い
濛
濛　
残
月
垂
る

幽
庭
曳

到
淸
池 

幽
庭

を
曳
き
て
清
池
に
到
る

無
風
依
約
微
香
動 

風
無
き
に
依い

約や
く
と
し
て
微
香
動
く

一
朶
白
蓮
花
綻
時 

一
朶
の
白
蓮　
花　
綻ほ
こ
ろぶ
の
時

 
 

岡
嶋
宣
昭

　

秋
夜
舟
遊 

　

秋
夜
舟
遊

西
風
暮
雨
坐
來
收 

西
風
暮
雨　
坐
来
に
収
ま
り

渺
渺
大
江
涵
月
流 

渺
び
ょ
う
渺び
ょ
うた
る
大
江　
月
を
涵
し
て
流
る

十
里
水
天
銀
一
色 

十
里
の
水
天　
銀
一
色

空
明
入
棹
作
淸
遊 

空く
う
明め
い
に
棹
を
入
れ
て
清
遊
を
作
す

 
 

金
澤
武
司
郎

　

生
還 

　

生
還

敗
歸
獨
自
佇
沙
汀 

敗
れ
て
帰
り
独
り
自
ら
沙
汀
に
佇
む

塗
土
軍
靴
想
友
朋 

土
に
塗ま
み
る
軍
靴　
友
朋
を
想
う

時
聽
犬
吠
村
里
晩 

時
に
犬
吠
を
聴
く　
村
里
の
晩く
れ

柳
陰
隱
見
我
家
燈 

柳
陰
に
隠
見
す　
我
が
家
の
灯

 
 

仁
上
恵
子

　

甲
州
途
次 

　

甲
州
途
次

葡
萄
多
彩
路
傍
園 

葡
萄
多
彩
な
る
路
傍
の
園

枝
上
如
垂
萬
顆
繁 

枝
上
垂
る
る
が
如
く
萬ば
ん
顆か

繁
し

客
子
極
歡
含
美
玉 

客
子
歓
を
極
め
て
美
玉
を
含
み

酒
人
乘
興
醉
芳
樽 

酒
人
興
に
乗
じ
て
芳
樽
に
酔
う

 
 

岡
嶋
宣
昭

　

雨
後
春
望 

　

雨
後
の
春
望

雨
歇
城
南
春
氣
加 

雨
歇や

む
城
南　
春
気
加
わ
り

東
風
麥
隴
長
新
芽 

東
風
麥ば
く
隴ろ
う　

新
芽
を
長
ず

翩
翩
相
趁
雙
胡
蝶 

翩
翩
相
趁
う　
双
胡
蝶

忽
入
小
畦
黃
菜
花 

忽
ち
入
る
小
畦　
黄
菜
花

 
 

金
澤
武
司
郎

　

寄
合
歡
花 

　

合ね

歓む

の
花
を
寄
す

雨
過
園
林
炎
暑
衰 

雨
過
ぎ
て
園
林　
炎
暑
衰
え

合
歡
花
絳
帶
煙
披 

合
歓
の
花
絳あ
か
く　
煙
を
帯
び
披
く

蕉
翁
往
昔
比
西
施 

蕉
翁
往
昔　
西
施
に
比
す

踏
露
裁
來
贈
所
思 

露
を
踏
み
裁
ち
来
り
て
思
う
所
に
贈
ら
ん

 
 

木
村　
　

孝

　

雨
夜
懷
良
人 

　

雨
夜
良
人
を
懐
う

空
房
半
夜
雨
聲
深 

空
房
半
夜　
雨
声
深
し

床
下
蕭
條
促
織
吟 

床
下
蕭
条　
促そ
く
織し
ょ
く吟
ず

長
路
客
中
無
恙
否 
長
路
の
客
中　
恙
な
し
や
否
や

一
聽
松
韻
又
停
針 
一
た
び
松
韻
を
聴
き
て
又
針
を
停
む

 
 

平
賀
康
雄

　

山
寺
初
夏 

　

山
寺
初
夏

積
翠
層
巒
曉
露
鮮 

積
翠
層
巒　
曉
露
鮮
や
か
な
り

簷
鈴
響
谷
澗
聲
連 

簷
鈴
谷
に
響
き　
澗
声
連
な
る

老
僧
不
識
塵
寰
事 

老
僧
識
ら
ず　
塵
寰
の
事

獨
坐
苔
階
調
素
絃 

独
り
苔
階
に
坐
し
素
絃
を
調と
と
のう

佳
作

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

秋
興 

　

秋
興

停
筇
山
路
紫
苔
侵 

筇
を
山
路
に
停
む
れ
ば　
紫し

苔た
い
侵
す

露
濕
野
花
香
染
襟 

露
は
野
花
を
湿
お
し
て
香
襟
を
染
む

一
陣
鳴
鴉
來
去
處 

一
陣
の
鳴め
い
鴉あ　

来
去
す
る
処

黃
梨
紅
柿
滿
空
林 

黄
梨　
紅
柿　
空
林
に
満
つ

 
 

山
口
幸
雄

　

房
州
初
夏 

　

房
州
初
夏

枇
杷
黃
熟
葉
靑
靑 

枇
杷　
黄
熟
し
て　
葉　
青
青
た
り

李
子
紅
粧
落
小
庭 

李
子　
紅
粧
し
て
小
庭
に
落
つ

植
樹
開
荒
廿
餘
載 

樹
を
植
え
荒
を
開
く
こ
と
廿
に
じ
ゅ
う
余よ

載さ
い

雨
晴
風
爽
滿
園
馨 

雨
晴
る
れ
ば
風
爽
や
か
に
し
て
満
園
馨
る

第
十
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

 
 

横
溝
喜
久
男

　

過
阿
蘇
草
千
里 

　

阿
蘇
草く
さ

千せ
ん

里り

を
過よ
ぎ
る

遙
望
蘇
嶽
上
噴
煙 

遥
か
に
望
め
ば
蘇
岳
噴
煙
を
上
げ

曠
野
靑
靑
草
色
鮮 

曠
野
青
　々

草
色
鮮
や
か
な
り

人
馬
悠
然
戯
池
畔 

人
馬
悠
然
と
し
て
池
畔
に
戯
れ

快
風
吹
度
白
雲
天 

快
風
吹
き
度
る　
白
雲
の
天

優
秀
賞
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小
嶋
明
紀
子

　

九
日
登
高 

　

九
日
登
高

晴
川
重
嶺
遠
分
明 

晴
川　
重
嶺　
遠
く
分
明
な
り

歸
鳥
飛
雲
傷
客
情 

帰
鳥　
飛
雲　
客
情
を
傷
ま
し
む

黃
菊
插
頭
空
馥
郁 

黃
菊
頭
に
挿
せ
ば
空
し
く
馥
郁
た
り

痩
肩
衰
鬢
戀
蓴
羹 

痩
肩　
衰す
い
鬢び
ん　

蓴じ
ゅ
ん羹か
うを
恋
ふ

第
二
十
八
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 
 

金
澤
武
司
郎

　

山
寺
盂
蘭
盆 

　

山
寺
盂
蘭
盆

松
柏
蕭
然
月
色
淸 

松
柏
蕭
然
と
し
て
月
色
清

村
民
舞
踊
樂
浮
生 

村
民
舞
い
踊
り
浮
生
を
楽
し
む

三
更
院
落
人
歸
後 

三
更
の
院
落　
人
帰
る
の
後

時
聽
山
中
佛
法
聲 

時
に
聴
く
山
中　
仏
法
の
声

令
和
七
年
度
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
釈
菜

 
 

金
澤
武
司
郎

　

訪
閑
谷
學
黌 

　

訪
閑
谷
學
黌

衆
庶
修
論
山
靜
陲 

衆
庶
論
を

す
る　
山
静
か
な
る
陲

紅
黃
楷
樹
報
秋
期 

紅
黄
の
楷
樹　
秋
を
報
ず
る
の
期

仰
看
聖
廟
夕
陽
裏 

仰
ぎ
看
る
聖
廟　
夕
陽
の
裏

口
誦
學
而
時
習
之 

口
誦
す
学
び
て
時
に
之
を
習
ふ
と

入
賞

入
賞

 
 

岡
嶋
宣
昭

　

郊
居
夜
雪 

 

郊
居
の
夜
雪

北
風
凛
凛
雪
縦
横 

北
風
凛
凛
と
し
て　
雪　
縦
横
た
り

寒
氣
侵
衾
眠
不
成 

寒
気
衾き
ん
を
侵
し
て　
眠
り
成
ら
ず

起
坐
燈
前
閒
暖
酒 

起
坐
し
て
灯
前
閑
に
酒
を
暖
む
れ
ば

微
聞
六
出
濯
窗
聲 

微
か
に
聞
く
六り
く
出し
ゅ
つの
窓
を
濯あ
ら
ふ
の
声
を

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

名
苑
探
春 

　

名
苑
春
を
探
る

畫
橋
香
殿
凍
風
囘 

画
橋　
香
殿　
凍
風
回
る

騒
客
衝
寒
獨
自
來 

騒
客
寒
を
衝
き
て
独
り
自
ら
来
た
る

玉
屑
霏
霏
埋
屐
處 

玉
屑
霏
霏
と
し
て　
屐げ
き
を
埋
む
る
処

眞
紅
梅
朶
百
花
魁 

真
紅
の
梅ば
い
だ朶　
百
花
の
魁
な
り

 
 

青
山
正
子

　

除
夕 

　

除ぢ
ょ

夕せ
き

今
宵
長
幼
集
燈
前 

今
宵　
長
幼　
灯
前
に
集
い

瓶
菊
酒
香
殘
臘
天 

瓶
菊　
酒
は
香
ば
し
殘ざ
ん
臘ろ
う
の
天

一
醉
解
頤
追
往
事 
一
酔
頤
お
と
が
いを
解
き
て
往
事
を
追
へ
ば

滿
窗
風
雪
寺
鐘
傳 
満
窓
の
風
雪　
寺
鐘
伝
は
る

 
 

鈴
木
潔
州

　

晩
秋
山
寺 

　

晩
秋
の
山
寺

楓
澗
淙
淙
寒
意
生 

楓
澗
淙そ
う
淙そ
う
と
し
て　
寒
意
生
じ

連
峯
冠
雪
十
分
晴 

連
峰
雪
を
冠
し
て　
十
分
に
晴
る

暮
鐘
一
杵
寺
門
裏 

暮
鐘　
一い
っ
杵し
ょ　

寺
門
の
裏

歸
鳥
兩
三
天
路
行 

帰
鳥　
兩
三　
天
路
に
行
く

優
秀
賞

秀
作

佳
作

第
十
七
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

岡
嶋
宣
昭

雪
徑
款
冬 

　

雪
径
の
款
く
わ
ん

冬と
う

侵
寒
遠
訪
野
翁
家 
寒
を
侵
し
て
遠
く
訪
ふ　
野
翁
の
家

曳

村
郊
雪
徑
斜 
を
村
郊
に
曳
け
ば
雪
径
斜
め
な
り

門
巷
鋪
銀
人
不
見 

門
巷
銀
を
鋪
き
て
人
見
え
ず

款
冬
纔
發
一
株
花 

款
冬
纔わ
づ
か
に
発ひ
ら
く　
一
株
の
花

　
　

青
天
の
霹
靂

　

九
詩
期
会
の
詩
友
が
、
昨
年
、
こ
の
大
会
で
優
秀

賞
や
佳
作
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
、
累
積
作
詩
數
が

目
標
に
到
達
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
み
た
ら
、ま
さ
か
の「
最
優
秀
賞
」に
選
出
さ
れ

た
。詩
力
不
相
応
の
受
賞
に

嬉
し
さ
一
分
、
戸
惑
い
九
分
で
あ
る
。
で
も
十
年
目

の
区
切
り
に
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
記
念
と
な
っ

た
。

　

趣
向
は
も
と
よ
り
、詩
題
と
の
整
合
性
、リ
ズ
ム
、

立
体
感
な
ど
を
具
体
的
に
詩
に
落
と
す
と
い
う
の
は

初
学
者
に
は
生
易
し
い
作
業
で
は
な
い
。
適
切
な
水

先
案
内
人
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
詩
も

例
外
で
は
な
く
、
諸
先
生
方
に
ご
指
導
を
頂
い
た
成

果
物
で
あ
る
。
大
感
謝
！
漢
詩
の
神
様
の「
こ
れ
か

ら
も
頑
張
れ
よ
」と
の
思
し
召
し
だ
と
信
じ
て
、
こ

の
大
き
な
賞
に
恥
じ
な
い
詩
力
の
形
成
を
目
指
し
て

努
力
し
よ
う
、と
思
っ
て
い
る
。

最
優
秀
賞
諸
橋
轍
次
賞
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編
集
後
記 

　

昨
年
は
十
月
の
全
日
本
漢
詩
大
会
徳
島
大
会
で
、

高
橋
純
子
さ
ん
が
栄
え
あ
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
る
と
い
う
大
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。
神
漢
連

と
し
て
は
三
人
目
の
同
賞
受
賞
で
、
一
緒
に
編
集
を

担
当
し
て
い
る
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

今
号
で
も
、
漢
詩
講
演
会
の
纏
め
と
各
漢
詩
大
会

で
の
入
賞
作
の
纏
め
な
ど
の
込
み
入
っ
た
ペ
ー
ジ
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

午
年
の
特
徴
は
、
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、

物
事
が
勢
い
よ
く
進
展
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か

も
十
干
は
丙
で
、
丙
午
は
新
し
い
挑
戦
に
光
が
差
し

て
、前
進
す
る
力
強
さ
を
感
じ
ら
れ
る
年
だ
そ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
年
に
、
神
漢
連
が
創
立
二
十
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
前
を
向
い
て

会
の
活
動
が
一
層
充
実
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

五
年
ご
と
に
記
念
行
事
を
し
て
い
る
と
間
断
な
く

や
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
大
事
な
節
目
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
記
録

だ
け
で
は
な
く
、
記
憶
に
残
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き

た
ら
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
川
桃
子
先
生
に
よ
る
曹
操
の
講
演
は
、
盛
況
で

好
評
で
し
た
。個
人
的
に
は「
歩
出
夏
門
行
」に
あ
る

「
老
驥
伏
櫪　

志
在
千
里　

老
驥
櫪
に
伏
す
る
も
志

は
千
里
に
在
り
」が
好
き
な
言
葉
で
、
昨
年
は
会
社

を
退
職
す
る
後
輩
に
色
紙
に
書
い
て
贈
り
ま
し
た
。

 

（
東
島
正
樹
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
八
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
神
漢
連
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事（
詳
細
は
二
面
・
三
面
参
照
）

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会　

十
月
十
三
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
開
港
記
念
会
館（
横
浜
市
中
区
本
町
一
丁
目
六
番
地
）

講
演
会　
　

鷲
野
正
明
先
生

● 

漢
詩
入
門
講
座 
漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
二
十
期
生
）

 
 

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
知
り
合
い
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
時
間 

①
四
月
八
日（
水
）　

②
四
月
十
五
日（
水
）　

③
四
月
二
十
二
日（
水
）

 

④
五
月
十
三
日（
水
）　

⑤
五
月
二
十
七
日（
水
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

場　
　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館（
横
浜
市
中
区
山
手
町
一
一
〇
）

講　
　
　

師 

香
取
会
長
ほ
か　

連
盟
の
役
員

問
合
せ
・
受
講
申
し
込
み

 

〒221-0001　

横
浜
市
神
奈
川
区
西
寺
尾
一
―
六
―
四　

新
井
治
仁

 
T
EL/FA

X

　

045-432-5438　

M
ail

：haruhitoarai@
hotm

ail.co.jp

● 

漢
詩
講
演
会

日　

時　

 

六
月
五
日（
金
）　

午
後
二
時
〜
四
時

場　

所　

 

横
浜
市
開
港
記
念
会
館　
　
　

参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

講
演
者　

 

高
芝
麻
子
先
生

演　

題　

 「
杜
甫
と
家
族　

日
常
を
愛
し
日
常
を
詠
う（
仮
）」

　
（
※
）本
年
は
、
会
場
で
の
総
会
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

期　

日　

 

二
月
二
十
三
日（
月
・
祝
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を
し
ま
す
。


